
 
         

（令和７年２月 28 日発表） 

                   

「知・地域共創コンテスト」成果発表会の開催 

別紙資料  有 （成果報告登壇一覧）                          

事前の周知と当日の取材をお願いします。 

◆アピールポイント 

・静岡市の社会課題解決に向けた実証実験等に取り組む「知・地域共創コンテスト」

(正式名称：スタートアップと地域の共働による新社会システム共創コンテスト )の今年度の成果報告を行います。 

・基調講演では、DX を軸に地方創生に取り組む講師から、静岡市の共創による地域

づくりについてお話しいただきます。 

・あわせて、スタートアップ企業を対象に令和５年度に実施した成長促進支援の取組

「アクセラレーションプログラム」の採択企業による報告を行います。【市長出席あり】 

◆日 時 令和７年３月 11 日（火） 午後１時から午後６時まで 

◆場 所 静岡理工科大学グループ 静岡駅前キャンパス ４F 学生ホール 

（葵区御幸町 20） ※オンライン(Zoom・要申込)でも視聴可能 

◆内容など 

・静岡市では、新たな価値を創造し、解決策を提供してくれる「新たな知」を持つ  

スタートアップと、地域の団体・コミュニティなどの地域社会の大きな力の共働に 

より、市内の様々な課題を解決する新しい社会システムづくりを促進しています。 

・本コンテストでは、市が抱える社会課題の解決につながる提案を募集、事業者や 

行政等が新しい社会システムの共創と社会実装にむけた取組を進めています。 

■行政課題発信型 「UNITE（ユナイト）」：選定チーム ５者 

■スタートアップ提案型 「BRIDGE（ブリッジ）」：受賞チーム等 ６者 
 

【タイムスケジュール(予定)】 

13 時～ 開会（受付開始：12 時 30 分） 

13 時 10 分～ 基調講演「静岡が持つポテンシャル・共創で創る未来の静岡」 
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14 時～ 行政課題発信型「UNITE」成果発表（５件） 

15 時 15 分～ スタートアップ提案型「BEIDGE」成果発表（６件） 

16 時 30 分～ 令和５年度アクセラレーションプログラム採択企業による報告 

17 時～ 参加事業者及び観覧者による交流会 
 

詳しくは、下記の知・地域共創コンテストウェブサイトをご覧ください。 

https://shizuoka-city-startup.com/news/FE6MIbR1 

◆申込方法 

・観覧/視聴無料、事前申込制【締切：３月 10 日（月）】 

①会場での観覧を希望の方（定員１１０名・多数抽選） 

②オンラインでの視聴を希望の方（上限なし） 

・①②ともに、下記申込みフォーム（Peatix）からお手続きください。 

 https://shiz-cocreate-demoday.peatix.com 

【問合せ】 
産業政策課 創業・イノベーション推進係  
(清水庁舎５階) 担当 村松、木下 
電話 054-354-2313 

報道資料 

https://shizuoka-city-startup.com/news/FE6MIbR1
https://shiz-cocreate-demoday.peatix.com


登壇企業一覧

【行政課題発信型　UNITE】　５者 静岡市から提示する20 件の課題に対する提案を募集
共創事業タイトル 概要

企業名 担当課名

（株）そふと研究室 観光政策課 世界とつながる静岡のお茶ツーリズム
茶農家が新茶シーズン等繁忙期でも、負担なく観光客
を受け入れられる「お茶ツーリズム」の仕組みづくり

（株）パブリックテクノロジーズ 交通政策課
郊外・山間地域における「公共ライドシェア」の
推進

郊外や山間地域の路線バスの統廃合を見据えた、地域
団体が主体的に運営する
「公共ライドシェア」の導入運営パッケージの確立

（株）LEALIAN・nicomobi（株）・静岡ガス（株） 大谷・小鹿まちづくり推進課
大谷・小鹿地区から始める公民連携で目指す
カーボンニュートラル

太陽光発電の余剰電力を有効活用するため、着脱可能
な蓄電池と可搬式蓄電池で動くEVによる電力のシェ
アリングサービス

ジャパンベストレスキューシステム（株）・（株）グッドラ
イフ

市民自治推進課
次世代のスマート自治地域団体の負担軽減＆
活性化

自治会の運営管理システムと、実働作業となる美化・
防犯活動などを外部委託化する仕組みの導入による
自治会の活動の負担軽減

Fracti（合） 交通政策課、高齢者福祉課
シェアリングムーバーで、高齢者が移動に困ら
ない暮らしを実現

高齢者の日常生活における移動手段を確保するため
の、企業の送迎バス（病院・買い物施設等）をシェアリン
グする交通スキームの構築

【スタートアップ提案型　BRIDGE】　６者  ・静岡市の社会課題解決につながると考えられる提案を、「一般部門」「ＢＸ（ブルートランスフォーメーション）部門」で募集

企業名 共創事業タイトル

（株）LivEQuality大家さん
「住まいと繋がり」提供スキームの静岡
モデルの開発

（株）Lively　×　（株）天神屋
食がつなぐ、聴くでつながる心身の健康
増進プロジェクト

（株）ウミゴー・Marine Sweeper
しずまえアップサイクル_釣りの地域資源
化

特定非営利活動法人
静岡ビジネスサポートセンター

若者のシビックプライドを醸成し人口
80万人を目指すプロジェクト

（株）NearMe　×　静鉄タクシー（株） 持続可能な観光交通と生活交通の共存

（株）asai 経血検査システムの開発

登壇チーム

概要

既存のタクシー車両を活用した相乗り(シェア乗り)サービス。終電終バス後に同じ方面へ帰る人たちの

需要を束ねる”ミッドナイト相乗りタクシー”の運行。

経血から婦人科系疾患を早期発見できる体外診断薬「reanne kit」「reanneアプリ」を展開予定。市
内企業や医療機関と連携し、「reanne kit」の実用化に向けた新たな検査項目設定や検査精度向上を
目指し、検体回収・解析の実証実験を実施予定。

自社所有マンションの一部を、経済的困難などにより家を借りることが難しいシングルマザー家庭に対
して、通常家賃より3割割り引いた値段で提供する日本版「アフォーダブル・ハウジング事業」の静岡で
の展開と、市に対する不動産遺贈寄付の仕組みを整備しソーシャル大家さん業の確立を目指す。

「だもんで静岡」サイトを通じ、市民レベルで解決できる内容は会員同士のやり取り等で社会課題を解決
に導き、事業規模の大きいものや行政の指導が必要なものに関しては、サイトより市の広報課を通して
問題提起として伝達し、行政からのフィードバックを市民に届ける。

聴くコミュニケーションでウェルビーイングを追及するLlivelyと天神屋が手を組み、気軽に健康相談が
できるAIチャットボット「WELLBEING　MONSTER」を起点に、「食」と「聴く」でウェルビーイングを増
進する。

「藻場再生」そのものを新たなレジャー体験として位置づけ、マリンレジャーや地域観光をするほどに海
が再生されるソリューションによって、全国の漁村に活気と賑わいを創出。社会課題である海洋ゴミと
海洋資源の問題をエンターテインメントの力を通じて解決する。


